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得点合計 (100点満点）：

注意：逆三角関数 Sin−1x, Cos−1x, Tan−1x は, それぞれ, arcsinx, arccosx, arctanxと表記してもよい。

1 下記の小問に示した関数 f(x) の１次導関数 (１階導関数)を求めよ。(5点× 3問=15点)

(1) f(x) =
√
cos x (2) f(x) = Tan−1 1

1+x (3) f(x) = (2x)3x

2 以下の小問に示した極限を求めよ。(5点× 2問=10点)

(1) lim
x→0

x3

1 + x+ 1
2x

2 − ex
(2) lim

x→∞
x2

(
1− cos

1

x

)

3 以下の小問に示した数式の値を求めよ。(5点+10点=15点)

(1) Tan−1
(
−

√
3
3

)
(2) cos

(
Sin−1 1

2 +Cos−1 1
3

)
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第 2 頁目得点 (40 点)

4 n ≥ 2のとき, 関数 f(x) = 2x(x2 + 1) の n次導関数を求めよ。(10点)

5 関数 f(x) = (1 + x) cos xの, x = 0の近傍でのテーラー展開を x4の項まで求めよ。剰余項は R5 と略記せよ。

(10点)

6 y = Cos−1xのとき, dy
dx = − 1√

1−x2
を証明せよ。[参考] 関数 Cos−1の定義域は [−1, 1], 値域は [0, π]である。(10点)

7 関数 f(x, y) = x3y + xy2にラプラシアン ( 微分作用素 ∆ = ∂2

∂x2 + ∂2

∂y2
のこと) を作用させよ。(10点)
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8 下記の小問 (1)～(3)に答えよ。

(1) xy平面上の曲線 Cを, θをパラメータとして下式で定義する。

x =
1√
2
cos θ, y =

√
2 sin θ

このとき, θ = π
4 に対応する C上の点 P (12 , 1)での曲線 C の接線の方程式を求めよ。(6点)

(2) xyz空間内の曲面 Sを, 2変数関数 f(x, y) = xy を用いて方程式 z = f(x, y) で定義する。このとき, S上

の点Q (12 , 1,
1
2)での曲面 Sの接平面の方程式を求めよ。(6点)

(3) z = xy, x = 1√
2
cos θ, y =

√
2 sin θ について, （偏微分を使用する多変数関数の）合成関数の微分法を用い

て, dz
dθ を計算し, 結果を x, yを使わずに θのみを使って表せ。また, dz

dθ の θ = π
4 での値を求めよ。本小問は,

小問 (1),(2)と関連付けて解答することが望ましい。(8点)
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